
　一般市民の原子力や放射線に対する理解の不足か

ら,放射線教育,とくに若い時期からの教育の必要性

が原子力･放射線関係者の間でことある毎に話題に

されます｡

　国民参加が当たり前の世の中では,意思決定に参加

する人々が必要としている情報を必要としている時

に提供し,判断に臨んでいただかなければならないこ

とは当然のことです｡

　IT 革命の時代を迎えｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用すれば,放射線

や原子力に関する情報に簡単にｱｸｾｽすることができ

ますし,原子力や放射線に関する多種多様なﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

類も多くの機関,組織から提供されており簡単に手に

入れることもできます｡この情報過多の時代に,どの

ような情報を,どのような手段で,誰が提供していく

かということが重要な課題であることはいうまでも

ありません｡

　先日,広島で国際放射線防護学会第 10 回国際会議

が開催された折りに,放射線計測協会のご協力を得ま

して一般の市民の方々を対象にした体験ｺｰﾅを聞か

せていただきました｡

　体験ｺｰﾅでは,｢はかるくん｣を使った自然放射線の

測定と,市販のﾎﾟﾘ容器を使って霧箱をつくりｱﾙﾌｧ線

のﾄﾗｯｸを観察してもらいながら,放射線はどこにでも

存在するものであること,その放射線を簡単に測定す

ることができること,五感で,直接,感じることができ

ない放射線の存在を眼にみえる形にすることができ

ることなどを学んでいただきました｡

　60歳をとっくに越えていると思われるご婦人と若

い学生さんとが一緒になって,活き活きと実験に取り

組み,霧箱の中に幻想的に見えるｱﾙﾌｧ線のﾄﾗｯｸに感嘆

の声をあげておりました｡参加者同志が,お互いに持

っている知識を総動員して放射線について一生懸命

に理解しようとしている姿を見て実体験の重要性と

確実性を改めて感じました｡

　実は,私も,大学で,医学系,看護系の学生を対象にし

た実習で｢はかるくん｣を使わせていただくようにな

り 5年以上経ちました｡これらの実習を通して,｢はか

るくん｣を使って実習のやり方をいろいろ工夫する

ことにより,放射線について知って欲しいと思ってい

る大方の知識を理解してもらえることができるので

はないかと思うようになりま,した｡

　参加型の教育は,時間と労力がかかり大変ですが,ﾜ

ﾝｽﾙｰの講義形式の教育と違い,教育において必要とさ

れる｢何故?,どうして?｣といつも向き合い自分自身で

考えながら知識を吸収していくことができます｡

　21 世紀に向けて,教育改革を含め世の中全体が,効

率化を目指しておりますが,教育は時間と手間暇がか

かるものであることを再認識して欲しいと思いま

す｡

　実習,演習など参加型の授業の時の学生の日の輝き,

顔つきなどを見て,少子化社会を迎えた今,若い世代

には手間暇のかかる放射線教育を課外教育などで積

極的に取り入れていくことが放射線を理解してもら

うためのもっとも確実な方法ではないかと思います｡

これにより,最近,懸念されている理科離れの傾向を

止めることもできるのではないかと思います｡

情報過多時代の放射線教育のあり方
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　日本原子力研究所(原研)保健物理部では,放射線防

護上のあらゆる測定器の校正のﾆｰｽﾞに答えられるよ

うに各種放射線に対する標準校正設備の整備を進め

てきた｡平成 10 年度より新たに中性子標準校正施設

の建設整備に着手し,加速器を利用した単色中性子照

射場による各種中性子測定器校正技術の高度化を目

指している｡中性子標準校正施設を含めた放射線標

準施設棟全体の照射設備の配置を図 1に示す｡

　本報では,現在当部において所掌する照射校正設備

の概要を紹介するとともに,今後整備を予定している

中性子標準校正施設の照射校正設備等についてもそ

の内容を紹介する｡

1)γ線照射設備

　原研の放射線標準施設棟(Facility of　Radiation

Standards : FRS)には,現在 3つのγ線専用の照射室

(第 1～第 3照射室)及び照射装置(極低ﾚﾍﾞﾙ,低ﾚﾍﾞﾙ,中

ﾚﾍﾞﾙ照射装置)があり,それぞれ線源(核種)や強度の違

いによって使い分けられている｡照射方法はいずれ

もｺﾘﾒｰﾄ方式で,貯蔵容器を兼ねた照射装置から照

射角 30 度で照射される形式になっており,照射時

の床や天井などからの散乱線の寄与はきわめて少

ない｡各照射室の大きさは線源強度によって異な

り,もっとも大きい第 3照射室は高さ 6.5m,幅 6.4　m,

奥行き 12.5mのｻｲｽﾞで,照射距離は最大 9　mまでと

ることができ,ほぼ平行ﾋﾞｰﾑの照射が可能である｡ま

た現在,γ線照射室にはこれらのｺﾘﾒｰﾄ型照射装置の

ほかに,γ線を平面上の全 360度方向に放出できる照

射装置(Panoramic Type:2π照射装置)と線源検出器

間の配置条件を固定したGM簡易校正装置があるが,

この両照射装置は,新しく建設された中性子標準校正

施設棟地下の専用の照射室に移設されることになっ

ている｡3 つの照射室ではさらに,ｺﾘﾒｰﾄﾀｲﾌﾟの照射装

置のほかに,いくつかの単体のγ線源が利用できる｡

これらばいずれも線源強度は小さく,照射を行う際に

は貯蔵箱から器具を用いて手作業で取り出し,線源支

持台上に設置して使用する｡この場合,ｺﾘﾒｰﾄ方式では

ないので散乱線の寄与は大きくなるが,JIS Z4511で

規定されている散乱線の低減化のための配置条件は

十分に満足している｡表 1 にｺﾘﾒｰﾄ型γ線照射装置及

び主な単体γ線源の核種,線量(率)範囲を示す｡

　原研の校正用照射場は,国家標準(あるいは一次基

準)からの基準の移行を精密な電離箱型線量計によ

り行っており,Ⅹ線(10数 keV)から 60Co(1.25MeV)に

至るまでの光子について国家標準とのﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨが

確保されている｡

　今回新しく建設された中性子標準校正施設におい

ては,小型のﾌｧﾝﾃﾞｸﾞﾗﾌ加速器(ﾍﾟﾚﾄﾛﾝ:最大加速電圧

4.0MV)が設置され主に単色中性子照射に利用され

ることになっているが,この加速器ではまた,ﾌｯ素及

び炭素をﾀｰｹﾞｯﾄとして用いることにより,従来の線源

では得られなかった 2MeVを越えるｴﾈﾙｷﾞｰのγ線を

発生させることができる｡現在の計画では,ISO-4037

に基づく 3.1MeVから 7.1MeVまでの高ｪﾈﾙｷﾞｰγ線

の照射場を構築し,原子炉近傍での 16Nに対する披ば

く管理に係る線量測定及び高ｪﾈﾙｷﾞ}加速器周辺での

γ(Ⅹ)線の測定に係る測定器の校正などに利用する

計画である｡



図１　原研放射線標準施設棟及び中性子標準校正施設（増設棟）の照射装置



2)X線照射設備

　FRSには,それぞれ使用形態の異なる3種類のⅩ線

発生装置が装備されている｡3台のうちもっとも高ｪﾈ

ﾙｷﾞｰのⅩ線が発生できる中硬Ⅹ線発生装置(最大管

電圧 380kV,最大管電流 30mA)は 137Cs以下の光子ｴﾈ

ﾙｷﾞｰに対する測定器の校正に広く用いられる｡特に

この装置は大線量照射(最大線墨率;約 900mSv/h)も

可能であるため,中ﾚﾍﾞﾙγ線照射装置とともに,線量

直線性の実験にも利用される｡軟Ⅹ線発生装置(最大

管電圧100kV,最大管電流70mA)は,5keVから50keV

の低ｴﾈﾙｷﾞｰ光子の照射校正に用いられ,特にいくつか

の加速器施設で問題となる 10keV未満の極低ｪﾈﾙｷﾞｰ

に対する測定器の校正に有効に利用される｡さらに,

ﾊﾟﾙｽⅩ線発生装置(最大管電圧 125kV,最大管電流

800mA)は最小 1msec 幅までのﾊﾟﾙｽ状のⅩ線を照射

することができ,ごく短時間の変化に対応する測定器

の性能試験に有効である｡ちなみに昨年の JCO 事故

に際しては,同事業所構内に設置されていたγ線ｪﾘｱﾓ

ﾆﾀの臨界発生時における応答特性を調査するのに利

用され,大きな成果を上げた｡

　Ⅹ線照射装置は,また,Cu,Mo,Snなどの薄板をﾗｼﾞｪ

ｰﾀとして用いることにより,単色ｪﾈﾙｷﾞｰの特性Ⅹ線の

発生装置(蛍光Ⅹ線発生装置)としても利用できる｡利

用できるｴﾈﾙｷﾞｰ範囲は,8keVから75keVで,線量率は

最大 700Sv/h(ﾗｼﾞｪｰﾀより 80cm位置)となっている｡

　Ⅹ線を利用した測定器の照射において十分考慮

しなければならないのは照射野における均一性の

問題である｡原研では,早くからこの問題に着目し,Ⅹ

線照射場における線量分布を求め,その変動の大きさ,

方向性,有効な照射領域の設定などを行って照射条件

を確定するなど,Ⅹ線による測定器校正の精度を高く

維持している｡Ⅹ線の線質についても ,線質指標

(QualltyIndex:QI)が 0.6 から 0.9 までの範囲で整備

され,実用測定器の校正から新しい測定器の開発試験

に至るまで幅広いﾆｰｽﾞに応えられるようになってい

る｡また,国家標準とのﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨも二次基準測定器

(電離箱線量計)により確保されている｡現在,これら

のⅩ線発生装置は既設棟の第 4照射室(中性子線測定

器校正用の照射室)に設置されているが,すべて中性

子標準校正施設内のⅩ線照射室に移設され,効率的に

利用されることになっている｡

3)β線照射設備

　従来β線に対する測定器の校正は,表面汚染検査計

の校正に代表されるように大面積平板線源を使用し

た照射が主なものであった｡原研では 1980年代の後

半から 90 年代前期にかけて外部被ばくに係るβ線

測定器校正用照射場の構築を行った｡直径約 2 ｲﾝﾁ,薄

板状の線源を専用の照射器具に装着し,照射時の幾何

学的条件を固定し照射場の再現性を確保するととも

に,ISO の基準に従って各核種別,距離毎に吸収線量

率を外挿電離箱を用いて測定したほか,各照射位置に

おける残留ｪﾈﾙｷﾞｰを評価した｡さらに 1993年には電

子技術総合研究所との相互比較を行ってﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ

を確保し校正用照射場として完成させた｡線源の種

類は 147Pm,207Tl,90Sr-Y の 3 種類であるが,照射距離,

吸収材などを変えて残留最大ｪﾈﾙｷﾞｰを変化させるこ

とにより,200keV から 2.3MeV に至るβ線照射場を

実現している｡

　β線の照射は,従来既設棟の各γ線用照射室及び地

下の第 5照射室において実施されていたが,今回の中

性子標準校正施設の整備に伴い,照射設備すべてが同

施設内のβ線照射室に移管され,他の照射設備と独立

して随時照射ができることとなった｡但し,ｳﾗﾝ板状線

源を用いた表面汚染検査計の校正やﾄﾘﾁｳﾑ線源によ

る校正については,従来通り,既設棟で実施される｡

4)中性子線照射設備

　測定器校正用の中性子線源としては,252Cf や Am-

Be線源が広く用いられている｡原研でも現在,中性子

線測定器の校正はこれらの線源により実施されてい

る｡中性子線用の校正用照射場は,照射室の壁からの

散乱線の寄与によりそのｽﾍﾟｸﾄﾙを大きく変化させ,結

果として測定器のﾚｽﾎﾟﾝｽに大きく影響する可能性が

ある｡このため照射室内の容積はできるだけ大きい

ことが望まれるが,中性子線の照射に利用される既設

棟の第 4照射室は一辺の長さが約 12mの立方体に近

い構造で,散乱線の寄与をできるだけ少なくするよう

に配慮されている(照射用の装置類は底面より約 6m

の高さ位置のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ床上に設置される｡)｡照射

設備としては,単独でこれらの線源を用いる他,　黒鉛

ﾊﾟｲﾙ,ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ等を利用した減速場が使用されて

いる｡このうち黒鉛ﾊﾟｲﾙは,ｻｲｽﾞが 1.5m×l.64m×

l.16mで既設棟の第 4照射室に設置されており,内部

に中性子線源を挿入することにより熱中性子を発生



させ,校正用熱中性子源として使用する｡照射位置と

しては,黒鉛ﾊﾟｲﾙの外側の定位置の他に黒鉛ﾊﾟｲﾙ中央

の空洞部分も利用される｡このうち空洞部を照射に

利用する場合には Am-Be 線源の他に Pu-Be 線源を

空洞を中心として対称の位置に設置し,内部を等方照

射場として利用する｡いずれの照射位置を利用する

場合にも速中性子や中速中性子等の非減速成分の寄

与は少なくないが,ｶﾄﾞﾐｳﾑ板で検出器を覆う方法によ

り,これらを間接的に除去している｡一方,ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯ

ｸを利用した減速場は第 4 照射室の地下部分に設置

されており,中性子線用ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀの校正に主に利用さ

れている｡これらの減速場の他に高速増殖炉の中性

子ｽﾍﾟｸﾄﾙを模擬した鉄減速場,軽水炉を模撹した重水

減速場(いずれも直径 30cm の球内に Cf 線源を挿入

して作られる)が準備されているが,同線源を常用状

態のｶﾌﾟｾﾙ容器から取り出して挿入する必要があり,

作業に伴う披ばくの問題などによりあまり利用され

ていない｡しかしながら,重水減速場は ISO で標準化

された世界共通の校正場であるため,今後の利用拡大

が望まれる｡

　中性子線に係るﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨは,電子技術総合研究所

(電総研)において中性子放出率が決定された同型の

小線源との比較により使用線源の中性子放出率を決

定する方法や,金箔による熱中性子ﾌﾙｴﾝｽ定量技術を

電総研と相互比較する方法などにより間接的に確保

されている｡

　中性子標準校正施設の完成により,原研の中性子線

に関する校正環境は大きく変わることが予想される｡

中性子標準校正施設に新しく設置されるﾍﾟﾚﾄﾛﾝ加速

器(最大加速電圧4.0MV,最大電流50μA)は,陽子及び

重陽子を加速し,これらをﾀｰｹﾞｯﾄに衝突させて核反応

を発生させ,種々のｴﾈﾙｷﾞｰの中性子を発生させること

ができる｡これらの中性子はそれぞれの核反応に固

有の単一ｴﾈﾙｷﾞｰを持っいわゆる”単色中性子”で,従来

の線源や減速場では不可能であった測定器の性能試

験や校正を可能にすることができる｡現在計画され

ている単色中性子のｴﾈﾙｷﾞｰ範囲は図 2 に示すように

最小 8keVから最大 20MeVである｡単色中性子の照

射が実施される中性子標準校正施設の単色中性子照

射室は,壁からの散乱の影響を減らすため幅 11.5m,

奥行き16.5m,高さ12.3mと第4照射室よりもさらに

大きいｻｲｽﾞにされているほか,中性子の照射に伴う室

内空気の放射化及びﾀｰｹﾞｯﾄとしてﾄﾘﾁｳﾑを利用する

ことから,非密封の放射性物質を利用する場合に適用

される第 1 種管理区域に指定され,汚染検査設備や

廃棄物保管設備等が整備されている｡原研の中性

子標準校正施設における実際の単色中性子照射校

正場の確立には,基礎的なﾃﾞｰﾀ収集や照射条件の確定

などまだかなりの時間を要すると見られるが,平成

15 年ないし 16 年度をめどに実用測定器の校正に利

用される見通しである｡また,加速器による校正場を

実用化するに当たっては新たに国家標準とのﾄﾚｰｻﾋﾞ

ﾘﾃｨを確保するための方法の確立が必要であり,この

ための技術開発も照射場の実用化に併せて進められ

ることになっている｡

おわりに

　原研の放射線標準校正施設は,放射線防護ﾚﾍﾞﾙの線

量域においては我が国最大かつ広範囲の照射設備を

有し,各種の放射線測定器の校正に利用することがで

きる｡現在,原研の全事業所のｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ等や東海研究

所のﾓﾆﾀ等の校正及び種々の研究･技術開発に利用さ

れているほか,計量法に基づく認定事業者である（財）

放射線計測協会を通じて国内の測定器ﾒｰｶｰやﾕｰｻﾞｰ

の機器性能試験や校正などの幅広い用途に利用され

ている｡さらに IAEA のｱｼﾞｱ地域での活動に際して

の協力や科技庁を通じた東南ｱｼﾞｱﾍの技術協力など

でも利用されるなど,今後もその役割は大きくなるこ

とが予想される｡ISO 規格との整合性の問題等解決

すべき課題もあるが,原研の標準校正施設は今後も国

内外における放射線防護用測定器の信頼性維持に貢

献していくべき使命を負っており,その当事者として

もそのような期待に応えるべく校正設備の品質管理

に万全を期すよう努力していきたい｡

図２　加速器を用いた単色中性子のエネルギー範囲



　現在貸出を行っている｢はかるくん｣は,平成 3年か

ら平成 8年の問に製作されたものである｡

平成 9年からは,主に学校や団体向けに｢はかるくんﾒ

ﾓﾘｰﾀｲﾌﾟ｣および｢はかるくんⅡ｣を製作している｡｢は

かるくんﾒﾓﾘｰﾀｲﾌﾟ｣および｢はかるくんⅡ｣は,｢はかる

くん｣と比べると一次電池を使い充電不要であ

り,CPU を組み込んで手動･自動の記憶装置,ｵｰﾄﾊﾟﾜｰ

ｵﾌ機能などが付いた多機能型になっている｡｢はかる

くんﾒﾓﾘｰﾀｲﾌﾟ｣および｢はかるくんⅡ｣のγ線測定部

は全く同一である｡｢はかるくんⅡ｣は背面にβ線検

出器を有しており,β線も測定することができる｡

　これら 3機種の簡易放射線測定器は,γ線に対して

は同じ検出器(CsI+ｼﾘｺﾝﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞ)を使用している｡

γ線ｪﾈﾙｷﾞｰ依存性は図 1に示すように,｢はかるくん｣

より｢はかるくんⅡ｣の方が低いｴﾈﾙｷﾞｰで高い感度を

もっているという違いがある｡

図１　「はかるくん」と「はかるくんⅡ」のエネルギー依存性



　図中の｢はかるくん｣は 2台の平均値を示した｡

｢はかるくんﾒﾓﾘｰﾀｲﾌﾟ｣および｢はかるくんⅡ｣の 2 機

種間にはｴﾈﾙｷﾞｰ依存性に差異が認められなかったの

で,｢はかるくんﾒﾓﾘｰﾀｲﾌﾟ｣2 台および｢はかるくんⅡ｣

2 台計 4 台の平均値を｢はかるくんⅡ｣で代表させて

示した｡

試験に供した測定器間や製作年度の違いによる特性

の変化は殆どない｡この感度の違いは主にﾒｰｶｰが違

うため検出器の組立方,増幅器回路の違いによるもの

と考えられる｡

　簡易放射線測定器は,機種を問わず JIS に基づき
137Csで線源校正を行い,校正定数を×1.0にして貸出

している｡しかし自然放射線には種々のｴﾈﾙｷﾞｰのγ

線が含んでいるため,自然放射線を測定したときはこ

のγ線ｪﾈﾙｷﾞｰ依存性の影響により指示値が違ってく

る｡

　いくつかの場所で測定した例を図 2に示す｡図2の

測定では,1 分値を 30 回取り,平均値と"ばらつき''の

範囲を標準偏差±2σ(95.5%の確かさ)で示した｡全

身ｶｳﾝﾀの鉄室は,γ線やⅩ線を放出する放射性物質が

含まない厳選された構造材で構築されている｡ここ

で測定された値は測定器の自己汚染放射性物質によ

るもので両測定器とも同じ値となっている｡自然放

射線が存在する場所においては両測定器の指示値に

差が出てくる｡

　身のまわりの自然放射線測定の場合,図 2の例のよ

うに多数の測定値を取って平均値で比べるとｴﾈﾙｷﾞｰ

が 400keV 以下のγ(Ⅹ)線に対して感度の高い｢はか

るくんⅡ｣の方が｢はかるくん｣よりも約 50%高い指

示値を示すといえる｡

図２　「はかるくん」と「はかるくんⅡ」の測定値比較



　当協会における研修業務は,昭和 55 年の創立当時

から原子力関連事業所の放射線安全教育等への講師

派遣で始まり,その後外部からの要請もあって昭和

58年 11月に｢放射線計測基礎講座｣を開講し,昭和 60

年 11月から｢原子力教養講座｣を新設しています｡

｢放射線計測基礎講座｣については,昭和 62 年 2 月に

発展的に解消し｢放射線管理人門講座｣と｢放射線管

理･計測講座｣の 2講座に分けて実施することになり,

現在に至っています｡

　研修課の業務は定期講座,不定期な放射線安全教育

及びその他研修事業等に大別されます｡以下にこれ

ら業務を紹介します｡

1.定期講座

　定期講座については,｢原子力教養講座｣,｢放射線管

理人門講座｣及び｢放射線管理･計測講座｣を実施して

います｡実施期間は,各講座とも月曜日から金曜日ま

での 5 日間であり,｢原子力教養講座｣と｢放射線管理

人門講座｣はそれぞれ年 2回,｢放射線管理･計測講座｣

は年 4 回実施しています｡開催場所は,（財）放射線

計測協会の講義室です｡

　講師陣は,各部門で知識経験共に豊富に人達が担当

しています｡

　定期講座を受講されたい人は,｢講座申込書｣に必要

事項を記載の上,郵送にてお申し込み下さい｡｢講座申

込書｣をお持ちでない人は下記研修課までご連格下

さい｡

　では,各講座の内容について紹介しましょう｡

(1)原子力教養講座

　原子力関連職場の事務系及び初級技術系の職　員,

地方自治体の職員,小中高校の教職員並びに一般の人

で,原子力の基礎知識を身につけたいと思われる人を

対象とする講座です｡

　内容は,原子力を専門としない人が原子力を理解で

きるよう,原子炉から放射性廃棄物処理まで,原子力

全般を判り易く解説するとともに,放射線(能)測定実

習や施設見学も盛り込んであります｡

　この講座の特徴は,ﾃｷｽﾄ代(9,450円)　のみで受講で

きることと,受講したい課目のみの受講も認めること

です｡

(2)放射線管理人門講座(受講料:56.700円)

　これから放射線管理業務に従事しようとする人を

始め,放射線管理の基礎的知識や実務の初歩を一通り

習得しようとする人を対象とした講座です｡

　内容は,放射線の管理業務に必要な入門的知識の習

得を目的とし,初心者にとって平易な内容になってい

ます｡特に実習では,即戦力となる実務者養成を目指

すため,放射線管理実務に重点を置いた内容となって

います｡

(3)放射線管理･計測溝座(受韓料:58.800円)

　放射線管理業務に従事している中堅技術者の人及

び放射線計測の基本的な知識の習得を必要とする人

を対象とした講座であり,特に資格の制限はありませ

んが,放射線管理業務に数年の経験があるかまたは同

程度の知識と理解力を有することが望まれます｡

　内容は,放射線管理業務に要求される中程度の知識

を平易に習得することができるものとなっています｡

特に実習では,各種の測定器を使用して,中性子線の

線量測定,空気中の放射能測定,個人被ばくの測定等

を行いますので,確実な知識と技術が体得できます｡

2.不定期な放射線安全教育

　不定期な放射線安全教育は,任意の時期に放射線安

全に関する教育訓練の依頼を受けて実施するもので,

｢外部出張教育｣,｢内部教育｣及び｢安全協議会｣主催の

｢放射線業務に関する安全講習会｣への講師の派達に

分けられます｡

(1)外部出張教育

　会社の関係職員に法定に基づく放射線安全教育を

一括して実施するため,当協会に放射線安全教育を一

式依頼してくる場合であり,放射線安全教育の依頼内

容等について打合せを行い,見積書を提出して承諾を

得てから出張講義をしています｡法定に基づく放射

線安全教育がはとんどですが,放射線取扱主任者試験



の受験者への教育も行っています｡

　年間実施回数は,約 6回です｡

(2)内部教育

　主として原研において放射線業務を行う予定の外

来業者を対象に放射線安全教育を実施するもので,依

頼に基づき 1名でも実施しています｡

放射線安全教育の内容は主として既に放射線業務従

事者に指定されている人を対象とした｢再教育訓練｣

で 1人当たり 5,250円で実施しています｡新たに放射

線業務に従事する人を対象とする｢放射線業務初期

教育｣については,6 時間のｶﾘｷｭﾗﾑとなるので実施す

る頻度は少ない状況です｡

　年間実施回数は,約 30回です｡

(3)｢安全協議会｣主催の｢放射線業務に関する安全講

習会｣への講師派遣

｢安全協議会｣は原研東海研究所,那珂研究所,大洗研

究所の原研構内において業務を行う外来業者が原研

と協力して災害の発生を防止するために設けられた

ものです｡

　年度当初に｢安全協議会｣から放射線安全教育に関

する年度計画に基づく講師派遣依頼があり,この計画

書に基づき講師派遣計画書を作成して実施していま

す｡

｢放射線業務に関する安全講習会｣は,受講者の知識,

経験のﾚﾍﾞﾙにより,3 種類に分けて実施しています｡3

種類とは,①新たに放射線業務に従事する人を対象と

した｢放射線業務者の初期教育｣,②既に放射線業務従

事者に指定されている人を対象とした｢放射線業務

従事者の再教育｣,③放射線業務従事者を管理,監督す

る人を対象とした｢放射線業務管理監督者教育｣で

す｡

　年間実施回数は,3事業所合わせて約 25回です｡

3.その他研修事業等

　これに該当する業務は,受託研修事業並びに定

期講座ﾃｷｽﾄ及び不定期教育用ﾃｷｽﾄの改定業務などで

あります｡ﾅ

(1)受托研修事業

　地方自治体などからの受託研修事業であり,たとえ

ば,｢原子力安全対策に関する研修事業｣や｢原子力防

災に関する研修事業｣などで受託した場合に実施す

るものです｡

　受託する場合は,依頼者側と受託研修事業の内容に

ついて打合せを行い,打合せの結果に基づき見積書を

作成します｡受託が認められれば契約書を取り交わ

し,研修事業を実施することになります｡依頼者側で

研修講座を開催する場合と当協会で実施する場合に

より業務に軽重がありますが,一般に受託研修事業内

容の詳細検討,講師の選定,使用ﾃｷｽﾄの作成,研修講

座の実施,実施結果の報告などが主な業務となりま

す｡

(2)定期韓座ﾃｷｽﾄ及び不定期教育用ﾃｷｽﾄの改訂

　これらのﾃｷｽﾄは毎年改訂しているのではなく,ﾃｷｽﾄ

を増刷する際に,新しい情報を取り入れたり,誤って

いる箇所を修正したり,また,講座終了後に受講者か

らｱﾝｹｰﾄをいただいておりこの時の有益な意見など

を採り入れたりして,軽微な改訂を行っています｡た

だし,｢原子力教養講座｣ﾃｷｽﾄの場合は,常に新しい情

報を採り入れるためﾃｷｽﾄの一部差し替えを行ってい

ます｡大幅な改訂は法令の改正や放射線安全取扱手

引などの変更があったときに行われます｡改訂の頻

度は 4年から 5年に約 1回です｡

　来年は放射線防護関係法令の改正が予定されてい

るので,これに対応したﾃｷｽﾄの改訂を計画していま

す｡

　なお,研修業務についてお尋ねになりたい方は,研

修課　岡本(TEL.029-282-5546,FAX.029-283-2157)

までご連絡下さい｡また,当協会の各課室の業務内容

についてお知りになりたい方は,下記のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご

覧下さい｡

　　　　　http://www.irm.or.jp/



　平成 11 年度の事業の概要と主な事業の内容につ

いて報告します｡

1.事業の概要

　平成 11 年度は,前年度に引き続き厳しい経済情勢

の中で,協会の事業も少なからず影響を受けました｡

　放射線測定器の点検校正,基準照射,特性試験等の

校正関連業務,放射線管理試料,環境試料,ﾊﾞｲｵｱｯｾｲ等

の放射能測定業務及び施設の放射線管理業務等を,平

成 10 年度に継続して日本原子力研究所をはじめ原

子力関連事業所から受注し実施しました｡

　また,受託業務の関連では前年度から継続している

公衆に対する放射線知識の普及に関連する業務及び

移動車両による原子力発電に伴う放射線知識の普及

事業を実施するとともに,放射線計測技術に関する調

査及び試験研究等を進めました｡

　研修事業では,定期講座を計画どおり実施したほか,

原子力施設立入者の講習等を随時実施しました｡ま

た,茨城県から受託した消防･警察職員原子力防災研

修事業を実施しました｡

　このほか,当協会職員等による技術開発の成果を国

内の学会,研究会等で発表するとともに,｢放射協ﾆｭｰ

ｽ｣を発行しました｡

2.事業の内容

(1) 放射線測定器の点検校正等

各種放射線測定器の点検校正,新型放射線測定器の開

発に伴うｴﾈﾙｷﾞｰ特性試験等,蛍光ｶﾞﾗｽ線量計等各種線

源による基準照射を行うとともに,計量法に基づく認

定事業者としての校正証明書等の発行を行いまし

た｡

(2)公衆に対する放射線関連知識の普及

　科学技術庁から｢簡易放射線測定器の貸出し｣業務

を平成10年度に引続き受託しました｡平成11年度は,

一部改良型｢はかるくん I｣160器,を製作しました｡

　個人,団体及び研修会等に 13,322 器の貸出しを行

うとともに,JCO 臨界事故に係わる東海近隣地区に

735 器の貸出しと放射線に対する理解度を調査する

ため,｢はかるくん｣貸出し用測定記録に係る使用者の

ｱﾝｹｰﾄ及び感想等を整理分析･集計を行った｡また,放

射線の基礎知識と測定器の取扱説明会を,公衆を対象

として14回,中学,高校教諭を対象として11回実施し

ました｡　　　　､

　（財）社会経済生産性本部から受託した｢移動車

両による原子力発電に伴う放射線知識普及事業｣

は,京都府久美浜町,青森県大間町,東通村,石川県珠洲

市及び福島県浪江町の 5 地域において放射線(能)の

測定実演説明会を実施しました｡

(3)放射線計測に関する調査及び試験研究

　科学技術庁からの受託調査｢放射線計測機器の規

格化に関する対策研究｣として,緊急時における一時

移住等の介入措置決定の判断などに供される土壌等

放射性汚染測定･評価用の放射線計測機器の規格化

のための基礎となる資料を検討しました｡

(4)放射線管理技術者等の研修

　定期講座として,放射線管理初級技術者のための

｢放射線管理人門講座｣,中級技術者のための｢放射線

管理･計測講座｣並びに原子力関連事業所の事務系及

び初級技術系職員のための｢原子力教養講座｣をそれ

ぞれ計画どおり実施しました｡また,原子力事業所等

からの要請を受け放射線安全講習会への講師派遣等

を行うとともに,茨城県から受託した消防･警察職員

原子力防災研修事業を実施しました。

3.平成 11年度収支決算書

　平成 11年度収支決算書は,次のとおりです｡
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